
　

今
、高
校
教
育
に
お
け
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）」
充
実
へ
の

動
き
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
４

年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
が
、
高
大
接

続
に
関
す
る
答
申
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た
高
等

学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選

抜
の
一
体
的
改
革
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

Ａ
Ｌ
の
「
飛
躍
的
充
実
」
を
含
め
た
高
校

教
育
改
革
の
必
要
性
を
示
し
た
。
そ
し
て
、

同
答
申
に
基
づ
き
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
会
議
は
、
２
０
１
５
年
９
月
、「
中
間
ま

と
め
」
の
中
で
、「
小
中
学
校
に
お
い
て
実

践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
活

動
や
探
究
的
な
学
習
等
の
学
習
・
指
導
方

法
の
工
夫
の
延
長
上
に
、
受
け
身
の
教
育

だ
け
で
は
な
く
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向

け
て
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
学
習
（
い

わ
ゆ
る
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
』）

の
視
点
か
ら
の
学
習
・
指
導
方
法
の
抜
本

的
充
実
を
図
る
」
こ
と
を
求
め
た
。
大
学

教
育
の
質
的
転
換
の
た
め
の
手
法
と
し
て

認
知
が
広
ま
っ
た
Ａ
Ｌ
は
今
、
高
校
教
育

改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
全
国
の
自

治
体
で
は
、
地
域
の
大
学
と
連
携
し
て
高

校
教
師
が
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
環
境
の
変
化
を
マ

ク
ロ
な
視
点
で
見
る
と
、
Ａ
Ｌ
に
よ
る
教

育
改
革
は
高
校
現
場
に
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
校
・

各
教
師
の
視
点
で
見
れ
ば
、
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
の
「
実
感
値
」
は
決
し
て
速
い
も
の
で

は
な
い
よ
う
だ
。
P.
７
の
Ａ
Ｌ
の
取
り
組

み
状
況
を
見
る
と
、
本
誌
読
者
モ
ニ
タ
ー

の
勤
務
校
に
お
い
て
、
学
校
全
体
ま
た
は

一
部
で
Ａ
Ｌ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

38
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
個
人
で
何
ら

か
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
の
は
30
％

に
達
し
て
い
な
い
。

　

現
時
点
で
は
Ａ
Ｌ
に
取
り
組
ん
で
は
い

な
い
が
「
取
り
組
み
た
い
」
と
考
え
て
い

る
教
師
が
多
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｌ
の
重
要

性
は
大
多
数
の
教
師
が
認
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的

な
実
践
に
結
び
付
か
な
い
理
由
を
聞
く
と
、

「
現
状
の
大
学
入
試
制
度
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
学
力
に
結
び
付
く
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
主
体
的
な
学
び
の
土
台
と
な
る
基
礎
学

力
が
生
徒
に
身
に
付
い
て
い
な
い
」「
Ａ
Ｌ

の
指
導
法
を
学
ぶ
時
間
的
な
余
裕
が
教
師

に
な
く
、
学
校
全
体
で
共
通
理
解
を
図
る

土
壌
も
出
来
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
、
様
々

な
課
題
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

ま
た
、
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
他
、

高
校
現
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
重
ね

る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
へ
の
Ａ
Ｌ

の
認
知
は
確
か
に
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
半

面
、「
授
業
が
活
発
に
な
る
の
は
良
い
が
、

深
い
思
考
力
は
身
に
付
か
な
い
の
で
は
な

い
か
」「
主
体
的
な
学
習
態
度
は
、
こ
れ
ま

提

言

と

実

践

Ａ
Ｌ
の
目
的
と
そ
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
、

自
校
の
生
徒
像
を
軸
に
検
討
す
る

高
校
現
場
で
は
今
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
が
教
科
や
学
校
の
枠
を
超
え
て
大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｌ
へ
の
取
り
組
み
は
ま
だ
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
編
集
部
は
現
場
の
教
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
基
に
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
実
践
の
た
め
の
「
提
言
」
を
行
う
と
共
に
、

そ
の
提
言
に
基
づ
い
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
。

Ａ
Ｌ
の
飛
躍
的
充
実
が
望
ま
れ
る
中

実
践
の
動
き
は
一
部
に
と
ど
ま
る
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
の
講
義
型
の
授
業
で
も
十
分
に
身
に
付

け
ら
れ
る
か
ら
、
Ａ
Ｌ
は
必
要
な
い
」
と

い
っ
た
、
Ａ
Ｌ
の
価
値
に
対
す
る
本
質
的

な
理
解
が
実
は
ま
だ
十
分
に
広
ま
っ
て
い

な
い
現
実
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
実

際
、
40
代
の
ミ
ド
ル
層
か
ら
は
、「
本
校
で

は
、
ベ
テ
ラ
ン
層
の
中
で
Ａ
Ｌ
に
対
す
る

理
解
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
た
め
、
若
手

や
ミ
ド
ル
層
に
よ
る
Ａ
Ｌ
が
個
人
の
活
動

に
と
ど
ま
り
、
教
科
全
体
や
学
校
全
体
の

動
き
に
つ
な
が
り
に
く
い
」
と
現
状
を
率

直
に
打
ち
明
け
る
言
葉
も
聞
こ
え
た
。

　

で
は
、
社
会
の
要
請
で
も
あ
る
Ａ
Ｌ
を

軸
に
し
た
教
育
改
革
を
、
各
校
は
ど
の
よ

う
に
根
付
か
せ
、
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
編
集
部
で

は
、
現
場
の
先
生
方
と
議
論
を
重
ね
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
の
が
、「
Ａ
Ｌ
の
目
的
の
再
認
識
」と

そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
教
師
の
授
業
デ
ザ
イ

ン
力
」
の
２
つ
の
視
点
で
あ
る
。

先
生
方
と
の
議
論
①
「
Ａ
Ｌ
の
目
的
の
再
認

識
」　

Ａ
Ｌ
は
「
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向

け
て
生
徒
が
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
」

学
習
活
動
で
あ
る
。
だ
が
、「active

」
と

い
う
語
句
の
一
側
面
だ
け
に
目
が
向
き
、

授
業
の
「
活
発
さ
」
に
過
度
の
価
値
を
置

く
傾
向
が
あ
っ
た
。
確
か
に
、
他
者
と
の

協
働
的
な
活
動
は
授
業
に
活
発
さ
を
も
た

ら
す
が
、
高
校
教
育
で
よ
り
重
要
な
の
は
、

明
確
な
課
題
に
基
づ
い
た
主
体
的
な
活
動

に
よ
る
「
能
動
的
」
学
習
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
Ａ
Ｌ
は
、「
授
業
が
活
発
に
な

る
」
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
本
来
、「
生
徒
個
々
の
思
考
を
活
性

化
・
深
化
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
校
内
で
確
認
し
、
今

実
施
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
実

施
す
る
）
Ａ
Ｌ
が
生
徒
の
思
考
の
活
性
化
・

深
化
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
る
か
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
他
者
と

アクティブ・ラーニングの取り組み状況※

ＡＬの取り組みが行われない理由※

読者モニターの勤務校の６割が「ＡＬの組織的な取り組みはない」という
状況。しかしながら、個人として（現在は取り組めていないが）取り組む
意志を持っている人は６割を超え、既に取り組んでいる人と合わせてほと
んどの教師がＡＬの必要性を感じていることがうかがえる。

ＡＬの効果への疑問
●どのような学力に結び付くのかが明確でない。
●一部の教師が実施しているが、学校内でまだ効果検証されていないために、
他の教師は実践に距離を置いている。

●現在の大学入試制度において、どの程度貢献できる指導法なのか疑義がある。

生徒の学力不足
●今はまだ、ＡＬに必要な基礎学力の定着を図っている状況。

時間的余裕のなさ
●入試対策で手いっぱいの状況で、時間的な余裕がない。
●ＡＬについて学ぶ機会が少ない。じっくり教育や指導について考え、吟味する
余裕がない。

取り組みの体制が整っていない、教員間の共通理解が得られていない
●ＡＬの全容についての共通理解が不十分。各人の取り組みに任せられそうな
感じがある。

●推進役がいない。周りに共感者が少ない。

その他
●生徒には様々な体験を受け入れられる素地があるのに、教員の意識が今まで
の教育観を引きずってしまっている。

❶学校におけるＡＬの取り組み状況 ❷個人におけるＡＬの取り組み状況

学校全体で
取り組んでいる

13%
一部の学年・教科で
取り組んでいる

25%
組織的な

取り組みはない

62%

取り組んでいる

28%

取り組みたいが、
まだ取り組めていない

62%

取り組む
つもりはない

10%

※出典／『VIEW21』高校版読者モニターアンケート結果より。アンケートは、2015 年 6月に
ウェブとファクスで実施。有効回答数は 52。

現
場
と
の
議
論
で

明
ら
か
に
な
っ
た
２
つ
の
視
点
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協
働
す
る
こ
と
の
価
値
も
、
生
徒
同
士
が

意
見
を
述
べ
合
い
、
自
分
と
は
異
な
る
視

点
を
知
る
こ
と
で
、
教
師
１
人
の
発
信
か

ら
学
ぶ
講
義
型
授
業
よ
り
も
思
考
を
更
に

深
化
さ
せ
る
機
会
が
増
え
る
点
に
あ
る
と

い
う
認
識
を
、
校
内
で
周
知
し
た
い
。

提
言
②
「
教
師
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
力
」　

日
々

の
授
業
は
自
校
の
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
、

生
徒
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
考
え

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｌ
と
い
う
授

業
手
法
に
何
を
期
待
す
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
例
え
ば
、
日
々
の
授
業
へ
の
動

機
付
け
や
基
礎
学
力
の
定
着
が
課
題
で
あ

る
学
校
と
、
学
ん
だ
内
容
を
高
次
の
思
考

へ
と
昇
華
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
る
学

校
と
で
は
、「
自
校
が
ま
ず
取
り
組
む
べ
き

Ａ
Ｌ
」
と
し
て
思
い
描
く
活
動
や
実
施
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
お
の
ず
と
変
わ
っ
て
く
る

は
ず
だ
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
際
に
は
、
各

教
科
・
科
目
の
各
分
野
・
単
元
、
日
々
の

授
業
の
狙
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
Ａ

Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
設

計
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
授
業
の
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
何
を
目
的
と
し
た
Ａ
Ｌ

を
盛
り
込
む
の
か
、
そ
し
て
そ
の
Ａ
Ｌ
を

成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教

材
、
発
問
、
家
庭
学
習
が
必
要
な
の
か
と

い
っ
た
、
教
師
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
力
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

　

一
般
に
、
思
考
を
活
性
化
さ
せ
、
思
考

の
深
ま
り
を
も
た
ら
す
主
体
的
な
学
び
は
、

下
の
図
の
よ
う
に
、
課
題
の
発
見
・
設
定
、

情
報
収
集
、
整
理
・
分
析
、
気
付
き
の
ま

と
め
と
い
っ
た
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
各
要
素
の
中
に
は
、「
動
」の
学
習（
他

者
と
の
協
働
的
な
活
動
）と「
静
」の
学
習

（
生
徒
個
々
の
熟
考
や
内
省
）が
含
ま
れ
る
。

同
様
に
、
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
・
深
化

さ
せ
る
授
業
の
設
計
に
お
い
て
も
、
こ
の

「
動
」と「
静
」の
学
習
の
場
面
を
、
授
業
の

狙
い
や
生
徒
の
特
性
に
応
じ
て
決
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が「
自
校
に
と
っ

て
の
Ａ
Ｌ
」
の
構
築
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
「
中

間
ま
と
め
」
で
は
、
学
力
の
３
要
素
に
対

応
す
る
資
質
・
能
力
な
ど
を
育
む
た
め
、

狭
義
の
授
業
方
法
・
技
術
の
改
善
に
終
始

す
る
こ
と
な
く
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
研

究
、
工
夫
、
実
践
を
重
ね
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
ま
さ
に
、
教
師
自
身
が
自
校
の

課
題
を
捉
え
た
上
で
、
同
僚
性
を
発
揮
し

な
が
ら
、
主
体
的
・
協
働
的
に
Ａ
Ｌ
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

授業における生徒の主体的な学び
※先生方との議論を基に編集部が作成

主体的な学習者の姿　※必ずしも下記の順序で進むものではない

「動」と「静」の学習で構成される授業で主体的な学習者を育てる　※必ずしも下記の順序で進むものではない

課題意識の
芽生え・課題設定

教師による
前提知識の説明

（インプット）、発問

生徒同士の学び合
いによる前提知識の

確認

例
１

例
２

課題解決に
必要な

情報の収集

問題解決方法に
ついての生徒同士の
話し合い・発表

問題解決方法に
ついての生徒同士の
話し合い・発表

情報を
整理・分析し、

思考

教師による解説・
補足説明

（インプット）、
新たな発問

教師による解説・
補足説明

（インプット）、
新たな発問

気付き・発見・自分の
考えをまとめ、表現

気付き・発見・
自分の考えを
各自でまとめ、

表現

気付き・発見・
自分の考えを

生徒同士で共有し、
各自でまとめ、表現

「静」（講義）

「動」（AL）

「動」（AL）

「動」（AL）

「静」（講義）

「静」（講義）

「静」（個人ワーク）

「動」（AL）+「静」（個人ワーク）
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
高
校
教
育

改
革
を
、
各
教
師
は
授
業
改
善
に
ど
の
よ

う
に
つ
な
げ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

今
号
で
は
、
３
人
の
先
生
方
と
共
に
、
生

徒
の
思
考
を
活
性
化
・
深
化
さ
せ
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
主

体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」
の
学
力
の
３

要
素
を
育
む
た
め
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
に
取

り
組
ん
だ
。

　

編
集
部
が
作
成
し
た
授
業
デ
ザ
イ
ン

シ
ー
ト
（
下
図
）
は
、「
そ
の
分
野
・
単
元

の
授
業
で
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
・
姿
勢
」

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を
「
学
力
の
３

要
素
」
の
観
点
で
整
理
し
た
上
で
、
各
力
・

姿
勢
を
育
む
上
で
最
も
効
果
的
な
指
導
方

法
を
精
選
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
シ
ー

ト
を
基
に
、
担
当
教
科
も
在
校
生
徒
の
志

望
進
路
も
異
な
る
先
生
方
に
、
こ
れ
ま
で

の
授
業
の
流
れ
や
生
徒
特
性
を
念
頭
に
、

Ａ
Ｌ
を
含
む
授
業
設
計
を
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

い
ず
れ
の
先
生
方
も
、
高
大
接
続
シ
ス

テ
ム
改
革
会
議「
中
間
ま
と
め
」に
お
い
て
、

授
業
改
善
の
視
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、

「
問
題
発
見
・
解
決
を
念
頭
に
置
い
た
深
い

学
び
の
過
程
」「
自
ら
の
考
え
を
広
げ
深
め

る
、他
者
と
の
対
話
的
な
学
び
の
過
程
」「
自

ら
の
学
習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な

げ
る
、
主
体
的
な
学
び
の
過
程
」
を
踏
ま

え
た
授
業
設
計
と
な
っ
た
が
、
紙
幅
の
関

係
上
、
今
回
の
誌
面
で
紹
介
で
き
る
授
業

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
、
授
業
の
様
子
は
そ
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
科
や
対

象
生
徒
の
特
性
に
よ
り
、
複
数
の
授
業
時

数
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
場
合
と
、
１
コ
マ
の

中
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
場
合
の
２
ケ
ー
ス
が

存
在
し
て
い
る
。
編
集
部
作
成
の
授
業
デ

ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
基
本
形
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
先
生
方
が
、
授
業
の
流
れ
や
生
徒
の
思

考
の
深
ま
り
を
俯ふ

瞰か
ん

し
や
す
い
よ
う
に
改

編
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た

上
で
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践

を
ご
紹
介
し
た
い
。

P.10 ～19 の実践事例で先生方に活用いただいた授業デザインシート・基本形

授業
時数

自校の生徒の特性を踏まえた
本時の主な目標

（身に付けさせたい力・姿勢）

左記の力・姿勢の
「学力の３要素」へ

の分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

１
時
間
目

場面設定や話の流れを把握す
る力

技能
思考力・判断力
主体性

３～４人の班をつくる。『山月記』の場面ごとに題名を付
けたカードを班に１セットずつ配布し、本文を読みなが
ら班全員でカードを場面順に並べ替える。最後にどのよ
うな順番になったのかを学級全員で共有する。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班全員でカードを場面順に並べ替える際は、メンバーで
協力して作業する。

２
時
間
目

内容を大まかに把握する力
知識・技能
思考力・判断力
主体性

「山月記Ｑ＆Ａ」のプリントに、本文を読みながら、まず
は個別に取り組んだ後、班で答えを共有。分からないと
ころは教え合い、班でプリントを完成させる。完成したら、
授業者に指名された各班のスモールティーチャ―（伝達
係）が、授業者に持って行き、採点してもらう。採点結
果は班で共有。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班でプリントを完成させる際は、メンバーで協力して作
業する。

３

音読する力
知識・技能
主体性・協働性

教科書の本文を場面ごとに拡大し、読み仮名を振った
ものを教室の前後左右に掲示しておく。班になり、読ん
でいく中で分からない漢字が出てきたら、スモールティー
チャーが掲示してある読み仮名を見に行き、班のメンバー
と共有する。

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

３
つ
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
事
例

誌面では、分野・単元
全体での設計バージョ
ンと、ある１コマの授
業に焦点を当てたバー
ジョンの２種類を紹介
している

本時あるいは分野・単元全体
の狙いを記述。目的を明らか
にした上で、指導内容の選択
へとつなげていく

学力の３要素は有機的につながってい
るものであるため、多くの指導場面で
は統合的に育成が図られるが、特に重
視する要素をここでは挙げている

同じ分野・単元でも生徒の理解の状況
などによって様々な指導方法が考えられ
る。今回、ここで取り上げた指導方法
以外についても、ＡＬであるかどうかに
かかわらず、可能な範囲で言及していた
だいた

学
力
の
３
要
素
を
踏
ま
え
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
へ
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